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ⅰ 次の言葉と反対の意味の言葉を記号で選んでください。 

① 客観 

② 否定 

③ 生産 

選択肢 

ア 消費 

イ 主体  

ウ 楽観 

エ 主観 

オ 肯定 

 

ⅱ 次の動作を表す言葉と結びつく言葉として最も適当なものを記号で選んでください。 

① ほどこす 

② 暮れる 

③ 興じる 

④ 責める 

⑤ わきまえる 

選択肢 

ア 決定 

イ 非 

ウ 経験 

エ 分 

オ 面目 

カ 途方 

キ 遊び 

 

ⅲ 「特に」という意味である言葉をあるだけ選んで、記号で答えてください。 

ア さらに 

イ ことに 

ウ とりわけ 

エ ことさら 

オ なかでも 

 

 



ⅳ 次の①～④の文の【 】内の言葉のうち、最も適当なものを選び、またその言葉の意

味を意味選択肢欄から選んでください。 

① 幼い妹にも【ア 人権 イ 協調 ウ 自我】が芽生えてきたようだ。 

② 【ア 楽観的 イ 理不尽 ウ 不確実】な要求をされ、納得できずにつっぱねた。 

③ 弟がいつにない【ア 深刻 イ 裕福 ウ 忠実】そうな顔で帰宅した。 

④ 現実を【ア 軽視 イ 重視 ウ 直視】する勇気を持つ。 

意味選択肢欄 

ア さしせまっていて、重大である様子。 

イ 何かが起こる前ぶれ。 

ウ 自分を意識する気持ち、 

エ 自分勝手で、道理に合わないこと。 

オ 目をそらさずに、じっと見つめること。 

カ ほかのものにたよること。 

 

ⅴ 次の①～⑥の文の【 】内の言葉の使い方が、適当であれば○、適当でなければ×を

してください。 

① 【しきりに】うなずく。 

② 海上には【風潮】がでてきた。 

③ 高い山の【境遇】を旅して回る。 

④ 【うつろ】な目であいまいな返事をされた。 

⑤ 将来について【漠然】と考える。 

⑥ 相手を有利な立場に【おとしいれる】。 

 

ⅵ 次の文の【 】内の言葉と似た意味を持つ言葉を、あとの語群から選び、また意味選

択肢欄から意味を選んでください。 

① プレゼントを、【かたくなに】受け取らない。 

② 友人との約束を、【実直に】守る。 

③ 父は、名前を呼ばれて、【やおら】立ち上がった。 

語群 

ア おもむろに 

イ ぼうぜん 

ウ がんこ 

エ りちぎ 

意味選択肢欄 

ア 自分の考えや態度を変えない様子。 

イ ゆっくり。落ち着いて。 



ウ 気がぬけて、ぼんやりとした様子。 

エ まじめで義理がたいこと。 

オ 突然のことにあわてて。 

 

ⅶ 次の語群の中で、一つだけ意味が似ていないものをそれぞれ記号で選んでください。 

① ア ひたすら イ ひとしお ウ いちず エ 一筋 

② ア 歯がゆい イ もどかしい ウ じれったい エ おもはゆい 

③ ア 見下す イ いましめる ウ さげすむ エ 軽べつする 

④ ア さしせまる イ そそのかす ウ あおる エ けしかける 

 

ⅷ 次の文の【 】内の言葉と似た意味を持つ言葉を、あとの語群から選び、また意味選

択肢欄から意味を選んでください。 

① 子犬が、大きな犬におびえて【わななく】。 

② 大切な道具を【いいかげんに】あつかう。 

③ 小さな生き物を【いとおしむ】心を育む。 

語群 

ア なんぎ 

イ ぞんざい 

ウ おののく 

エ いつくしむ 

意味選択肢欄 

ア かわいがって大事にする。 

イ あつかい方が乱暴な様子。 

ウ 助けを求めるかのように鳴く様子。 

エ わざとらしく行動する。 

オ 困難で面倒な様子。 

カ 体がぶるぶるふるえる。 

 

ⅸ 次の文の【 】をつけた言葉の意味をして正しいものをそれぞれ記号で答えてくださ

い。 

① 駆使 

ア 思いのままに使いこなすこと。 

イ 長時間にわたって使うこと。 

ウ ていねいに使うこと。 

② 端的 

ア できるだけ詳しく示す様子。 



イ 手っ取り早く、要点を示す様子。 

ウ 自分の意見や感想を交えて示す様子。 

③ エゴイズム 

ア 自分に関係のあることだけを重く見る考え方。 

イ 自分の事より周囲の人の事を重く見る考え方。 

ウ 地球の環境をこわさずに生活しようという考え方。 

④ 示唆 

ア あれこれと迷うこと。 

イ それとなく教えること。 

ウ くわしく話すこと。 

⑤ 画一的 

ア 自分から進んでは物事をしない様子。 

イ 自分だけが正しいと思い込んでいる様子。 

ウ どれも同じようで、個性や変化がない様子。 

⑥ 普遍 

ア なかなか結論が出ないこと。 

イ すべてのものに当てはまること。 

ウ 特に変わったところのないこと。 

 

 


